
特集:最新の電化厨房機器シ叉手

質の時代の電化厨房機器と厨房

一日欧の比較から

種目 由紀子 (おいたゆきこ〉劃 11フ ドサビス研究所所長

はじめに

21世紀時代はまさに量から質へと変わってきた。大

量消費の時代は過去のものである O この時代に、いっ

たい何を目標に機器開発をし、厨房の改善をしていく

べきだろうか。一つの指針は、欧州、|が追求している人

間性尊重の厨房機器と厨房であろうと考える O ここで

は日欧の比較をしながら日本で、の課題について考察し

てみたL、。(図1)

1. 人間性尊重の機器開発とその厨房

1. 1 食べ手の QOL向上にむけて

21世紀における国民健康づくり運動である「健康日

本2ljのなかにも、食生活が国民のQOL(クオリ

ティ・オブ・ライフ、生活の質)の向上に役立つもの

になるべきとの方向が示されている O 食生活の中には

もちろん内食、中食、外食がある O が、この中食、外

食といった外部化された食の中でも求められるのは食

べ子QOLの向上である O それがこの世紀の方向であ

ろう O

したがって機器開発も食べる人の生活の質を大切に

し、おいしさや安全性などに貢献するものでなければ

ならなL、。近年、厨房はもはやパックヤードではなく

なってきた。客前にむかつて調理の場をつくるいわば

フロントに出てきた。調理の臨場感をだし、作るとこ

ろをもみてもらいながら食の楽しさを味わってもら

うO そんな厨房が増えてきた。客にアメニティを提供

するのも厨房機器とその厨房の役割である。食卓調理

などは旧調理器の特性が大いに発揮される O 電化厨

房機器はこうした特性を生かすことにより、さまざま

な方向から、食べ子の生活の質を向上させるこが可能

であろう O
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1.2 大切な働き手への配慮

そして、少子高齢化の波は外食産業に、また厨房に

も押し寄せている O 労働力人口はこのままでいくと 10

年後には 410万人減少する O それも若年労働者は大幅

に減り、 60歳以上の高齢労働者が 118万人増加すると

予測される O 若い有能な労働力を確保するためにも、

高齢な労働者確保にも厨房変革が必要である。働きや

すい人間性を優先したものが求められる O もっと突っ

込んでいうと、かれらの QWL(クオリティ・オブ・

ワークライフ、職業生活の質)を向上させることであ

るO 働き子にとっては作業環境のほか、休暇とか賃金

とかさまざまな労働条件がQWLを決める O フード

サービス業で大きなウエイトを占めるのが、まず作業

者の安全性と健康を含めた厨房の快適作業環境であ

る。安全性もより精度の高いものが要請される O 例え

ば厨房での排気成分には発ガン物質が含まれるとい

うO が、日本ではほとんど研究されていなL、。また早

朝出勤の緩和や残業時間の縮小も重要である。製パン

業で使用するドウ・コンディショナーなどはそれに一

役買っている O 新調理システムを利用した前倒し調

理、あるいは夜間調理も早朝勤務を軽減できる O もう

ひとつは作業効率の向上であろう O 自動制御のある厨
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